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BIOMOD とは Harvard 大学の Wyss Institute 主催の国際生体分子コンペティションで、世界各国の学部
学生が生体分子に関する実験プロジェクトを立ち上げ、その内容を競う大会である。内容の評価は、
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２．発想の経緯及びその動作原理 
２０１６年春、基礎セミナー「生命と機械の融合を目指したものづくり」（担当教員：工学研究科・



























かし、この問題は DNAorigami によって解決される。DNAorigami とは文字通り DNA を折り紙のよう
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に利用して構造体を作成するというものである。DNA には相補性があり、その相補性を利用して一
本の長い DNA を折り紙のように折り曲げていくことによってさまざまな構造体を作成することがで


















設計を行った。らせんの全長はおよそ 100nm、らせんが描く円の直径はおよそ 30nm 程度となった。 
 
図３．螺旋構造①           図４．螺旋構造② 
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以下に我々大阪大学チームの製作した Youtube ビデオと web ページのリンクを示す。 
Youtube ビデオ：https://youtu.be/C6KzAgt9Pg0 
Web ページ：https://biomod2016.gitlab.io/osaka/ 
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